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1. 目的  

 福島県の中通り地方の放射性セシウムを含んだ粘土等の放射性物質は、降雨によって阿武隈川に集まり、

福島県から宮城県にそして、宮城県の亘理町から海に流し出されている。降雨時の川の濁流には、放射性

セシウムが含まれていることをすでにＮｏ．１５で報告した。河川敷をも流れるような洪水においては、

濁流に含まれる汚染土壌は河川敷に堆積し、河川敷を汚染する。実際、宮城県亘理町の河川敷は被害を被

った。宮城県、亘理町の依頼により、河川敷を利用した亘理町の阿武隈運動公園の放射能調査を行った。 

2. 方法 

 宮城県亘理町阿武隈運動公園の土壌を深さ２ｃｍづつ採取し、その比放射能をＧｅ検出器で測定し、放

射能分布を調べる。また、公園に生えている雑草を採取し、その比放射能を測定し、河川で流れてきた堆

積土壌における放射性セシウムの植物移行係数を調べる。 

3．結果（平成２４年７月１０日発表） 

  平成２４年５月７日に宮城県亘理町に出向き、 

亘理町の各地域の汚染状況を調べた。特に高かっ 

たのは、阿武隈運動公園でこれは福島から流れて 

きた汚染土壌が堆積したことによる。図１に河川 

敷の深さ方向の比放射能の分布を示す。比放射能 

が高いのは、深さ４ｃｍまでであることから、福 

島から流れ着いて堆積したのは４ｃｍと考えられ 

る。４ｃｍ以上の深さの放射性物質は平成２３年 

３月１５日に降ったものと考えられる。 

  また、堆積層に生えていた雑草の比放射能を 

測定したところ、検出限界値（１０Ｂｑ/ｋｇ）以 

下であった。これは植物移行係数が 0.001 以下で 

あることを示す。 

 

 

 

 

                          図１ 河川敷の汚染土壌の堆積と比放射能分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

作成者：石井慶造 

REER リサーチレポート 
No.043 

2013 年４月２日 


